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1. 平成30年3月期第3四半期の連結業績（平成29年4月1日～平成29年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年3月期第3四半期 26,910 15.6 1,855 15.5 2,000 18.6 1,360 29.1

29年3月期第3四半期 23,276 △0.0 1,605 41.1 1,686 38.3 1,053 38.6

（注）包括利益 30年3月期第3四半期　　1,790百万円 （71.0％） 29年3月期第3四半期　　1,047百万円 （41.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年3月期第3四半期 213.64 ―

29年3月期第3四半期 165.51 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年3月期第3四半期 32,327 16,192 50.1

29年3月期 30,947 14,739 47.6

（参考）自己資本 30年3月期第3四半期 16,192百万円 29年3月期 14,739百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年3月期 ― 15.00 ― 38.00 53.00

30年3月期 ― 15.00 ―

30年3月期（予想） 51.00 66.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

　30年3月期(予想)期末配当金の内訳　　　　　　　　普通配当　　　48円00銭　　　　　記念配当　　　3円00銭

3. 平成30年 3月期の連結業績予想（平成29年 4月 1日～平成30年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 36,000 13.1 2,300 19.8 2,450 20.2 1,580 18.2 248.12

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年3月期3Q 6,615,070 株 29年3月期 6,615,070 株

② 期末自己株式数 30年3月期3Q 247,355 株 29年3月期 247,275 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年3月期3Q 6,367,761 株 29年3月期3Q 6,367,854 株

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。

・業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ページ「連結業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、世界経済の回復が続く中、企業の生産活動は高水準で推移す

るとともに、設備投資についても生産の増加に伴い増産投資の動きが出始めました。また、人手不足を背景とした

所得環境の改善を受けて、個人消費についても持ち直しの動きが継続するなど、わが国経済は回復基調が鮮明にな

りました。

このような状況の中、当社グループの連結業績につきましては、電子部品・半導体やロボットに関わる企業の生

産活動が高水準で推移する中、設備機械並びに生産部品・消耗部品の販売が好調に推移したこと等により、売上高

は26,910百万円（前年同期比15.6％増）、営業利益は1,855百万円（前年同期比15.5％増）、経常利益は2,000百万

円（前年同期比18.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1,360百万円（前年同期比29.1％増）となりま

した。

　 セグメントの業績は、次のとおりであります。

　① 建設機械事業

建設機械事業におきましては、熊本地震、九州北部豪雨等の災害復旧工事が継続して実施される中、販売部門に

おいては、既存取引先への深耕による営業強化と社会インフラの補修に関連する商品の販売強化に努めるととも

に、レンタル部門においては、災害等により需要が高まっている地域への設備強化を実施いたしました。この結

果、売上高は9,620百万円（前年同期比3.8％増）となりましたが、セグメント利益については、前年同期はクレー

ンレンタルの終了により当該資産を売却したこともあり、1,057百万円（前年同期比7.5％減）となりました。

　 ② 産業機器事業

産業機器事業におきましては、世界経済の回復を受けて企業の生産活動は高水準で推移し、一部の部品について

は需給が逼迫するとともに、設備投資についても需要の高まりを受けて増産投資の動きが出始める中、好調が続く

スマートフォン、車載用半導体、ロボット分野を中心に新商品の開拓と提案営業の強化に努めるとともに、継続し

て新たな生産部品・消耗部品の開拓と販売強化にも努めてまいりました。この結果、売上高は17,003百万円（前年

同期比24.1％増）、セグメント利益は1,116百万円（前年同期比47.1％増）となりました。

　 ③ 砕石事業

砕石事業におきましては、公共工事は九州における被災地への復旧工事が優先され、事業を展開している地域に

おいては厳しい状況が続く中、継続して民間企業への営業強化による中小規模の工事の受注獲得に努めるととも

に、製造コストの価格転嫁に向けて販売単価の交渉にも努めてまいりました。しかしながら官需、民需ともに全体

の工事量が減少したことにより売上高は286百万円（前年同期比6.0％減）、セグメント利益は9百万円（前年同期

比9.0％減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

資産は、前連結会計年度に比べ1,379百万円増加（4.5％増）し、32,327百万円となりました。増減の主な内容

は、現金及び預金が379百万円減少したものの、受取手形及び売掛金が615百万円、投資有価証券が601百万円、電

子記録債権が337百万円、商品及び製品が220百万円それぞれ増加したことによるものであります。

負債は、前連結会計年度に比べ73百万円減少（0.5％減）し、16,134百万円となりました。増減の主な内容は、

支払手形及び買掛金が1,531百万円増加したものの、短期及び長期借入金が714百万円、リース債務が413百万円、

その他流動負債が401百万円それぞれ減少したことによるものであります。

純資産は、前連結会計年度に比べ1,453百万円増加（9.9％増）し、16,192百万円となりました。増減の主な内容

は、利益剰余金が1,022百万円、その他有価証券評価差額金が410百万円それぞれ増加したことによるものでありま

す。

この結果、自己資本比率は50.1％と前連結会計年度に比べ2.5ポイント上昇いたしました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期通期の業績予想につきましては、本日発表の「業績予想及び配当予想の修正に関するお知ら

せ」をご覧ください。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,753 5,373

受取手形及び売掛金 10,209 10,824

電子記録債権 1,520 1,858

賃貸料等未収入金 670 644

商品及び製品 1,337 1,558

仕掛品 68 61

貯蔵品 3 3

その他 900 773

貸倒引当金 △238 △181

流動資産合計 20,224 20,916

固定資産

有形固定資産

貸与資産（純額） 6,174 6,274

その他（純額） 2,350 2,371

有形固定資産合計 8,524 8,646

無形固定資産

のれん 107 82

その他 59 52

無形固定資産合計 167 135

投資その他の資産

投資有価証券 1,738 2,340

その他 311 309

貸倒引当金 △24 △22

投資その他の資産合計 2,026 2,626

固定資産合計 10,718 11,408

繰延資産

開発費 5 2

繰延資産合計 5 2

資産合計 30,947 32,327
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 8,984 10,515

短期借入金 1,236 1,050

1年内返済予定の長期借入金 631 467

リース債務 1,564 1,150

未払法人税等 220 278

賞与引当金 339 154

役員賞与引当金 60 ―

割賦利益繰延 491 398

その他 1,052 650

流動負債合計 14,578 14,664

固定負債

長期借入金 597 232

役員退職慰労引当金 115 116

その他の引当金 382 388

退職給付に係る負債 346 351

その他 187 380

固定負債合計 1,629 1,470

負債合計 16,208 16,134

純資産の部

株主資本

資本金 1,181 1,181

資本剰余金 1,015 1,015

利益剰余金 12,051 13,074

自己株式 △231 △231

株主資本合計 14,017 15,039

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 608 1,018

繰延ヘッジ損益 △0 △0

為替換算調整勘定 115 134

その他の包括利益累計額合計 722 1,153

純資産合計 14,739 16,192

負債純資産合計 30,947 32,327

決算短信（宝印刷） 2018年01月26日 15時20分 5ページ（Tess 1.50(64) 20171211_01）



株式会社南陽(7417) 平成30年３月期 第３四半期決算短信

― 6 ―

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 23,276 26,910

売上原価 19,135 22,337

差引売上総利益 4,141 4,572

割賦販売未実現利益戻入額 225 182

割賦販売未実現利益繰入額 91 89

売上総利益 4,275 4,666

販売費及び一般管理費 2,669 2,811

営業利益 1,605 1,855

営業外収益

受取利息 13 15

受取配当金 19 22

持分法による投資利益 15 19

貸倒引当金戻入額 34 52

その他 56 67

営業外収益合計 139 177

営業外費用

支払利息 48 31

その他 10 0

営業外費用合計 58 31

経常利益 1,686 2,000

特別利益

固定資産売却益 0 2

特別利益合計 0 2

特別損失

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損 41 ―

特別損失合計 41 0

税金等調整前四半期純利益 1,644 2,001

法人税、住民税及び事業税 413 543

法人税等調整額 177 98

法人税等合計 590 641

四半期純利益 1,053 1,360

非支配株主に帰属する四半期純利益 ― ―

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,053 1,360
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

四半期純利益 1,053 1,360

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 146 406

繰延ヘッジ損益 4 0

為替換算調整勘定 △114 7

持分法適用会社に対する持分相当額 △42 15

その他の包括利益合計 △6 430

四半期包括利益 1,047 1,790

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,047 1,790

非支配株主に係る四半期包括利益 ― ―

決算短信（宝印刷） 2018年01月26日 15時20分 7ページ（Tess 1.50(64) 20171211_01）



株式会社南陽(7417) 平成30年３月期 第３四半期決算短信

― 8 ―

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　 該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 9,271 13,701 304 23,276 ― 23,276

(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

31 12 ― 43 △43 ―

計 9,303 13,713 304 23,320 △43 23,276

セグメント利益 1,143 759 10 1,913 △307 1,605

(注) １ セグメント利益の調整額△307百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)２建設機械事業 産業機器事業 砕石事業 計

売上高

(1) 外部顧客への売上高 9,620 17,003 286 26,910 ― 26,910

(2) セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

7 23 ― 31 △31 ―

計 9,627 17,027 286 26,941 △31 26,910

セグメント利益 1,057 1,116 9 2,184 △328 1,855

(注) １ セグメント利益の調整額△328百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社費

用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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